
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































52 Vol. 37 No.３阪南論集　人文・自然科学編
人間と労働
Page:10無断転載禁止　
22）この問題については，有尾善繁「K・マルクスの
労働本質論をめぐる今日のわが国での諸説につい
て」（関西唯物論研究会責任編集『唯物論と現代』
第27号，2001年５月）を参照。
23）マルクス『ゴータ綱領批判』，第19巻，19 20ペー
ジ。
24）マルクス『資本論』，第４分冊，1306ページ。但し，
訳語を一部変更。
25）マルクス『フランス労働党の綱領前文」，第19巻，
234ページ。
26）小学館『日本大百科全書』⑪，443ページ。
27）旧ソ連では，1936年憲法（いわゆるスターリン憲
法）で,「ソ連における労働は，『働かざる者食う
べからず』の原則により，労働能力をもつすべて
の市民の義務であり，名誉である」と規定されて
いたが，1993年のロシア連邦憲法では，「１ 労働
は自由である。各人は自由に，自らの労働能力を
処分し，仕事と職業の種類を選択する権利を有す
る。２ 強制労働は，禁止される」などと，規定さ
れている。
（2001年11月27日受理）
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